
(57)【要約】

【課題】一対の透明電極に配向分割のためのスリットを

形成した液晶表示素子において、上下左右全ての方向で

視角特性が等しくなるようにする。

【解決手段】各透明電極のスリット６１，７１は、Ｘ軸

に対し傾斜した方向に長手の第１スリット部６１ａ，７

１ａと、Ｘ軸に対し第１スリット部とは反対方向に傾斜

した方向に長手の第２のスリット部６１ｂ，７１ｂとで

構成される。そして、一方の透明電極の第１スリット部

６１ａと他方の透明電極の第１スリット部７１ａとがＹ

軸方向に交互に配置されると共に、一方の透明電極の第

２スリット部６１ｂと他方の透明電極の第２スリット部

７１ｂとがＹ軸方向に交互に配置される。一方の透明電

極と他方の透明電極とに十字状のスリットをＸ軸方向と

Ｙ軸方向とに半ピッチずらして配置しても良い。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 対 向 配 置 さ れ る 一 対 の 基 板 と 、 両 基 板 上 に 設 け ら れ 、 液 晶 層 を 挟 ん で 互 い に 重 な り 合 っ
て 表 示 領 域 を 形 成 す る 一 対 の 透 明 電 極 と を 備 え 、 両 透 明 電 極 の 表 示 領 域 に 合 致 す る 部 分 に
、 夫 々 、 配 向 分 割 の た め の ス リ ッ ト が 複 数 形 成 さ れ た 液 晶 表 示 素 子 に お い て 、
　 表 示 領 域 に 設 定 し た 所 定 の 直 交 座 標 の 一 方 の 座 標 軸 を Ｘ 軸 、 他 方 の 座 標 軸 を Ｙ 軸 と し て
、 各 透 明 電 極 の ス リ ッ ト は 、 Ｘ 軸 に 対 し 傾 斜 し た 方 向 に 長 手 の 第 １ ス リ ッ ト 部 と 、 Ｘ 軸 に
対 し 第 １ ス リ ッ ト 部 と は 反 対 方 向 に 傾 斜 し た 方 向 に 長 手 の 第 ２ ス リ ッ ト 部 と で 構 成 さ れ 、
　 一 方 の 透 明 電 極 の 第 １ ス リ ッ ト 部 と 他 方 の 透 明 電 極 の 第 １ ス リ ッ ト 部 と が Ｙ 軸 方 向 に 交
互 に 配 置 さ れ る と 共 に 、 一 方 の 透 明 電 極 の 第 ２ ス リ ッ ト 部 と 他 方 の 透 明 電 極 の 第 ２ ス リ ッ
ト 部 と が Ｙ 軸 方 向 に 交 互 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 Ｘ 軸 は 液 晶 表 示 素 子 を 通 常 の 状 態 で 見 る と き の 視 野 の 左 右 方 向 ま た は 上 下 方 向 に 合
致 す る 座 標 軸 で あ り 、 前 記 各 透 明 電 極 の 前 記 第 １ ス リ ッ ト 部 の 長 手 方 向 と 前 記 第 ２ ス リ ッ
ト 部 の 長 手 方 向 の Ｘ 軸 に 対 す る 傾 斜 角 は 夫 々 ＋ ４ ５ ° 、 － ４ ５ ° で あ り 、 前 記 両 基 板 に 沿
わ せ て 設 け る 一 対 の 偏 光 板 の 一 方 の 透 過 軸 と 他 方 の 透 過 軸 が 夫 々 Ｘ 軸 と Ｙ 軸 に 平 行 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 各 透 明 電 極 の 前 記 第 １ と 第 ２ の 各 ス リ ッ ト 部 の そ の 長 手 方 向 に 直 交 す る 方 向 の ス リ
ッ ト 幅 は １ ０ μ ｍ 以 上 ３ ０ μ ｍ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 液 晶 表
示 素 子 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 一 方 の 透 明 電 極 の 前 記 第 １ と 第 ２ の 各 ス リ ッ ト 部 と 、 該 各 ス リ ッ ト 部 に 対 し Ｙ 軸 方
向 に 隣 接 す る 前 記 他 方 の 透 明 電 極 の 前 記 第 １ と 第 ２ の 各 ス リ ッ ト 部 と の 間 の こ れ ら 各 ス リ
ッ ト 部 の 長 手 方 向 に 直 交 す る 方 向 の 間 隔 は １ ０ μ ｍ 以 上 ６ ０ μ ｍ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か １ 項 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 一 方 の 透 明 電 極 の 前 記 第 １ と 第 ２ の 各 ス リ ッ ト 部 と 、 該 各 ス リ ッ ト 部 に 対 し Ｙ 軸 方
向 に 隣 接 す る 前 記 他 方 の 透 明 電 極 の 前 記 第 １ と 第 ２ の 各 ス リ ッ ト 部 と の 間 の こ れ ら 各 ス リ
ッ ト 部 の 長 手 方 向 に 直 交 す る 方 向 の 間 隔 は 各 ス リ ッ ト 部 の 長 手 方 向 に 直 交 す る 方 向 の ス リ
ッ ト 幅 以 上 ６ ０ μ ｍ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か １ 項 記 載 の 液 晶 表
示 素 子 。
【 請 求 項 ６ 】
　 対 向 配 置 さ れ る 一 対 の 基 板 と 、 両 基 板 上 に 設 け ら れ 、 液 晶 層 を 挟 ん で 互 い に 重 な り 合 っ
て 表 示 領 域 を 形 成 す る 一 対 の 透 明 電 極 と を 備 え 、 両 透 明 電 極 の 表 示 領 域 に 合 致 す る 部 分 に
、 夫 々 、 配 向 分 割 の た め の ス リ ッ ト が 複 数 形 成 さ れ た 液 晶 表 示 素 子 に お い て 、
　 表 示 領 域 に 設 定 し た 所 定 の 直 交 座 標 の 一 方 の 座 標 軸 を Ｘ 軸 、 他 方 の 座 標 軸 を Ｙ 軸 と し て
、 各 透 明 電 極 の 各 ス リ ッ ト は Ｘ 軸 方 向 に 長 手 の 第 １ ス リ ッ ト 部 と Ｙ 軸 方 向 に 長 手 の 第 ２ ス
リ ッ ト 部 と が 交 差 し た 十 字 状 に 形 成 さ れ 、
　 各 透 明 電 極 に 十 字 状 ス リ ッ ト が Ｘ 軸 方 向 と Ｙ 軸 方 向 と に 間 隔 を 存 し て 複 数 配 置 さ れ る と
共 に 、
　 Ｘ 軸 方 向 に 隣 接 す る 十 字 状 ス リ ッ ト の 中 心 間 距 離 を Ｘ 軸 方 向 ス リ ッ ト ピ ッ チ 、 Ｙ 軸 方 向
に 隣 接 す る 十 字 状 ス リ ッ ト の 中 心 間 距 離 を Ｙ 軸 方 向 ス リ ッ ト ピ ッ チ と し て 、 一 方 の 透 明 電
極 の 十 字 状 ス リ ッ ト と 他 方 の 透 明 電 極 の 十 字 状 ス リ ッ ト と が Ｘ 軸 方 向 と Ｙ 軸 方 向 と に 夫 々
Ｘ 軸 方 向 ス リ ッ ト ピ ッ チ と Ｙ 軸 方 向 ス リ ッ ト ピ ッ チ と の 半 分 だ け ず れ て 配 置 さ れ る こ と を
特 徴 と す る 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 Ｘ 軸 は 液 晶 表 示 素 子 を 通 常 の 状 態 で 見 る と き の 視 野 の 左 右 方 向 ま た は 上 下 方 向 に 合
致 す る 座 標 軸 で あ り 、 前 記 両 基 板 に 沿 わ せ て 設 け る 一 対 の 偏 光 板 の 一 方 の 透 過 軸 と 他 方 の
透 過 軸 が 夫 々 Ｘ 軸 と Ｙ 軸 に 平 行 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
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【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ と 第 ２ の 各 ス リ ッ ト 部 の そ の 長 手 方 向 に 直 交 す る 方 向 の ス リ ッ ト 幅 は １ ０ μ ｍ
以 上 ３ ０ μ ｍ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 又 は ７ 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 一 方 の 透 明 電 極 の 前 記 十 字 状 ス リ ッ ト と 前 記 他 方 の 透 明 電 極 の 前 記 十 字 状 ス リ ッ ト
と の Ｘ 軸 方 向 の ず れ 量 と Ｙ 軸 方 向 の ず れ 量 と か ら 前 記 第 １ と 第 ２ の 各 ス リ ッ ト 部 の そ の 長
手 方 向 に 直 交 す る 方 向 の ス リ ッ ト 幅 を 減 算 し た 値 が 夫 々 １ ０ μ ｍ 以 上 ６ ０ μ ｍ 以 下 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ～ ８ の 何 れ か １ 項 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 一 方 の 透 明 電 極 の 前 記 十 字 状 ス リ ッ ト と 前 記 他 方 の 透 明 電 極 の 前 記 十 字 状 ス リ ッ ト
と の Ｘ 軸 方 向 の ず れ 量 と Ｙ 軸 方 向 の ず れ 量 と か ら 前 記 第 １ と 第 ２ の 各 ス リ ッ ト 部 の そ の 長
手 方 向 に 直 交 す る 方 向 の ス リ ッ ト 幅 を 減 算 し た 値 が 夫 々 こ の ス リ ッ ト 幅 以 上 ６ ０ μ ｍ 以 下
で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ～ ８ の 何 れ か １ 項 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 液 晶 層 の 液 晶 分 子 を 垂 直 配 向 さ せ た 垂 直 配 向 型 素 子 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ～ １ ０ の 何 れ か １ 項 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 視 角 特 性 を 改 善 し た 液 晶 表 示 素 子 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 こ の 種 の 液 晶 表 示 素 子 と し て 特 許 文 献 １ に 記 載 の も の が 知 ら れ て い る 。 こ の 液 晶
表 示 素 子 は 、 図 １ ０ に 示 す 如 く 、 対 向 配 置 さ れ る 背 面 側 と 前 面 側 の 一 対 の 基 板 １ ， ２ と 、
両 基 板 １ ， ２ 上 に 設 け ら れ 、 液 晶 層 ３ を 挟 ん で 重 な り 合 っ て 表 示 領 域 を 形 成 す る 背 面 側 と
前 面 側 の 一 対 の 透 明 電 極 ４ ， ５ と を 備 え る 。 そ し て 、 両 透 明 電 極 ４ ， ５ の 表 示 領 域 に 合 致
す る 部 分 に 、 夫 々 、 配 向 分 割 の た め の 後 述 す る ス リ ッ ト ６ ， ７ が 複 数 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 に 際 し て は 、 各 基 板 １ ， ２ 上 に 各 透 明 電 極 ４ ， ５ を 覆 う よ う に
し て 垂 直 配 向 膜 を 塗 布 焼 成 し 、 次 い で 、 各 基 板 １ ， ２ に メ イ ン シ ー ル 材 を 塗 布 し 、 更 に 、
所 定 の 直 径 の ギ ャ ッ プ コ ン ト ロ ー ル 材 を 散 布 し た 後 、 両 基 板 １ ， ２ を 重 ね 合 わ せ て メ イ ン
シ ー ル 材 を 硬 化 さ せ る 。 次 に 、 両 基 板 １ ， ２ 間 の 空 セ ル に 液 晶 を 注 入 し て 液 晶 層 ３ を 形 成
す る 。 液 晶 層 ３ の 液 晶 分 子 ８ は 垂 直 配 向 膜 の 作 用 で 垂 直 配 向 さ れ る 。 そ の 後 、 背 面 側 基 板
１ の 外 側 に 背 面 側 偏 光 板 ９ を 貼 り 合 わ せ る と 共 に 、 前 面 側 基 板 ２ の 外 側 に 視 角 補 償 板 １ ０
と 前 面 側 偏 光 板 １ １ と を 重 ね て 貼 り 合 わ せ る 。 こ こ で 、 図 １ １ に 示 す 如 く 、 背 面 側 偏 光 板
９ の 透 過 軸 ９ ａ と 前 面 側 偏 光 板 １ １ の 透 過 軸 １ １ ａ と は 直 交 し て お り 、 そ の た め ノ ー マ ル
ブ ラ ッ ク の 液 晶 表 示 素 子 と な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 両 透 明 電 極 ４ ， ５ に 形 成 す る ス リ ッ ト ６ ， ７ は 、 図 １ ２ に 示 す 如 く 、 長 方 形 で あ っ て 、
ス リ ッ ト 長 手 方 向 に 間 隔 を 存 し て 並 び 、 且 つ 、 背 面 側 透 明 電 極 ４ の ス リ ッ ト ６ と 前 面 側 透
明 電 極 ５ の ス リ ッ ト ７ と が ス リ ッ ト 短 手 方 向 に 交 互 に 配 置 さ れ る 。 尚 、 ス リ ッ ト 長 手 方 向
は 、 液 晶 表 示 素 子 を 通 常 の 状 態 で 見 る と き の 視 野 の 左 右 方 向 （ 図 １ １ 、 図 １ ２ の Ｘ 軸 方 向
） に 合 致 し 、 ま た 、 背 面 側 と 前 面 側 の 両 偏 光 板 ９ ， １ １ の 透 過 軸 ９ ａ ， １ １ ａ は ス リ ッ ト
長 手 方 向 に 対 し ± ４ ５ ° の 角 度 で 斜 交 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の も の に お い て は 、 電 圧 印 加 時 に 、 背 面 側 と 前 面 側 の 両 透 明 電 極 ４ ， ５ 間 に 、 図 １ ３
に 点 線 で 示 す 如 く 、 各 ス リ ッ ト ６ ， ７ を 境 に し て 傾 き 方 向 が 逆 に な る 斜 め 電 界 が 発 生 す る
。 そ し て 、 図 １ ４ に 示 す 如 く 、 液 晶 分 子 ８ は 各 ス リ ッ ト ６ ， ７ を 境 に し て 逆 方 向 に 倒 れ 込
む こ と に な り 、 所 謂 ２ ド メ イ ン 配 向 構 造 が 実 現 さ れ て 視 角 特 性 が 改 善 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 上 記 従 来 例 に お い て 、 垂 直 配 向 膜 を 日 産 化 学 工 業 製 Ｓ Ｅ － １ ２ １ １ 、 液 晶 層 ３ の 厚 さ を
４ μ ｍ 、 液 晶 を メ ル ク 社 製 の 複 屈 折 率 ０ ． １ の 液 晶 、 視 角 補 償 板 １ ０ を 住 友 化 学 工 業 製 Ｖ
Ａ Ｃ － １ ８ ０ フ ィ ル ム と し 、 ま た 、 ス リ ッ ト ６ と ス リ ッ ト ７ の 長 手 方 向 長 さ （ ス リ ッ ト 長
） Ｌ を １ ０ ０ μ ｍ 、 ス リ ッ ト ６ と ス リ ッ ト ７ の そ の 長 手 方 向 に 直 交 す る 幅 （ ス リ ッ ト 幅 ）
Ｗ を ２ ０ μ ｍ 、 ス リ ッ ト 長 手 方 向 に 隣 接 す る ス リ ッ ト ６ ， ６ 間 及 び ス リ ッ ト ７ ， ７ 間 の 間
隔 Ａ を 共 に ２ ０ μ ｍ 、 ス リ ッ ト 短 手 方 向 に 隣 接 す る ス リ ッ ト ６ ， ７ 間 の 間 隔 Ｂ を ４ ０ μ ｍ
と し た 液 晶 表 示 素 子 を 製 作 し 、 こ の 液 晶 表 示 素 子 を １ ／ ４ デ ュ ー テ ィ ー 駆 動 で 表 示 さ せ た
と き の 視 角 特 性 （ 等 コ ン ト ラ ス ト 曲 線 ） を 測 定 し て 、 図 １ ５ に 示 す 結 果 を 得 た 。 図 １ ５ か
ら 明 ら か な よ う に 、 上 記 従 来 例 の も の で は 、 視 野 の 上 下 方 向 （ 方 位 角 ９ ０ ° と ２ ７ ０ ° と
を 結 ぶ 方 向 ） と 左 右 方 向 （ 方 位 角 ０ ° と １ ８ ０ ° と を 結 ぶ 方 向 ） と に 関 し て 、 夫 々 対 称 な
視 角 特 性 を 得 る こ と が で き る 。 然 し 、 上 下 方 向 と 左 右 方 向 で は 視 角 特 性 が 異 な っ て し ま い
、 上 下 方 向 の 視 角 特 性 が 左 右 方 向 の 視 角 特 性 よ り 狭 く な っ て し ま う 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ５ ２ ２ ９ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 以 上 の 点 に 鑑 み 、 上 下 左 右 全 て の 方 向 で 視 角 特 性 が 等 し い 優 良 な 液 晶 表 示 素
子 を 提 供 す る こ と を そ の 課 題 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 対 向 配 置 さ れ る 一 対 の 基 板 と 、 両 基 板 上 に 設 け ら れ 、 液 晶 層 を 挟 ん で 互 い に
重 な り 合 っ て 表 示 領 域 を 形 成 す る 一 対 の 透 明 電 極 と を 備 え 、 両 透 明 電 極 の 表 示 領 域 に 合 致
す る 部 分 に 、 夫 々 、 配 向 分 割 の た め の ス リ ッ ト が 複 数 形 成 さ れ た 液 晶 表 示 素 子 に お い て 、
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 以 下 の 事 項 を 採 用 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 即 ち 、 第 １ 発 明 は 、 表 示 領 域 に 設 定 し た 所 定 の 直 交 座 標 の 一 方 の 座 標 軸 を Ｘ 軸 、 他 方 の
座 標 軸 を Ｙ 軸 と し て 、 各 透 明 電 極 の ス リ ッ ト は 、 Ｘ 軸 に 対 し 傾 斜 し た 方 向 に 長 手 の 第 １ ス
リ ッ ト 部 と 、 Ｘ 軸 に 対 し 第 １ ス リ ッ ト 部 と は 反 対 方 向 に 傾 斜 し た 方 向 に 長 手 の 第 ２ ス リ ッ
ト 部 と で 構 成 さ れ 、 一 方 の 透 明 電 極 の 第 １ ス リ ッ ト 部 と 他 方 の 透 明 電 極 の 第 １ ス リ ッ ト 部
と が Ｙ 軸 方 向 に 交 互 に 配 置 さ れ る と 共 に 、 一 方 の 透 明 電 極 の 第 ２ ス リ ッ ト 部 と 他 方 の 透 明
電 極 の 第 ２ ス リ ッ ト 部 と が Ｙ 軸 方 向 に 交 互 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 第 ２ 発 明 は 、 表 示 領 域 に 設 定 し た 所 定 の 直 交 座 標 の 一 方 の 座 標 軸 を Ｘ 軸 、 他 方 の
座 標 軸 を Ｙ 軸 と し て 、 各 透 明 電 極 の 各 ス リ ッ ト は Ｘ 軸 方 向 に 長 手 の 第 １ ス リ ッ ト 部 と Ｙ 軸
方 向 に 長 手 の 第 ２ ス リ ッ ト 部 と が 交 差 し た 十 字 状 に 形 成 さ れ 、 各 透 明 電 極 に 十 字 状 ス リ ッ
ト が Ｘ 軸 方 向 と Ｙ 軸 方 向 と に 間 隔 を 存 し て 複 数 配 置 さ れ る と 共 に 、 Ｘ 軸 方 向 に 隣 接 す る 十
字 状 ス リ ッ ト の 中 心 間 距 離 を Ｘ 軸 方 向 ス リ ッ ト ピ ッ チ 、 Ｙ 軸 方 向 に 隣 接 す る 十 字 状 ス リ ッ
ト の 中 心 間 距 離 を Ｙ 軸 方 向 ス リ ッ ト ピ ッ チ と し て 、 一 方 の 透 明 電 極 の 十 字 状 ス リ ッ ト と 他
方 の 透 明 電 極 の 十 字 状 ス リ ッ ト と が Ｘ 軸 方 向 と Ｙ 軸 方 向 と に 夫 々 Ｘ 軸 方 向 ス リ ッ ト ピ ッ チ
と Ｙ 軸 方 向 ス リ ッ ト ピ ッ チ と の 半 分 だ け ず れ て 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 第 １ 発 明 に よ れ ば 、 一 方 の 透 明 電 極 の 第 １ ス リ ッ ト 部 と 他 方 の 透 明 電 極 の 第 １ ス リ
ッ ト 部 と の Ｙ 軸 方 向 に お け る 交 互 配 置 に よ り ２ ド メ イ ン 配 向 構 造 が 実 現 さ れ る と 共 に 、 一
方 の 透 明 電 極 の 第 ２ ス リ ッ ト 部 と 他 方 の 透 明 電 極 の 第 ２ ス リ ッ ト 部 と の Ｙ 軸 方 向 に お け る
交 互 配 置 に よ り 、 第 １ ス リ ッ ト 部 に よ る ２ ド メ イ ン 配 向 と は 方 向 が 異 な る ２ ド メ イ ン 配 向
構 造 が 実 現 さ れ 、 結 局 ４ ド メ イ ン 配 向 構 造 が 実 現 さ れ て 、 視 野 の 上 下 左 右 全 て の 方 向 で 視
角 特 性 が 等 し く な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 更 に 、 第 １ 発 明 に お い て 、 Ｘ 軸 が 液 晶 表 示 素 子 を 通 常 の 状 態 で 見 る と き の 視 野 の 左 右 方
向 ま た は 上 下 方 向 に 合 致 す る 座 標 軸 で あ り 、 各 透 明 電 極 の 第 １ ス リ ッ ト 部 の 長 手 方 向 と 第
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２ ス リ ッ ト 部 の 長 手 方 向 の Ｘ 軸 に 対 す る 傾 斜 角 が 夫 々 ＋ ４ ５ ° 、 － ４ ５ ° で あ れ ば 、 一 対
の 基 板 に 沿 わ せ て 設 け る 一 対 の 偏 光 板 の 一 方 の 透 過 軸 と 他 方 の 透 過 軸 と を 夫 々 Ｘ 軸 と Ｙ 軸
、 即 ち 、 液 晶 表 示 素 子 を 通 常 の 状 態 で 見 る と き の 視 野 の 左 右 方 向 と 上 下 方 向 に 平 行 に す る
こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 液 晶 表 示 素 子 を 通 常 の 状 態 で 見 る と き の 重 要 な 視 角 方 位 で あ
る 上 下 及 び 左 右 方 向 の 視 角 特 性 を よ り 広 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 理 由 は 後 述 す る が 、 第 １ 発 明 に お い て 、 各 透 明 電 極 の 第 １ と 第 ２ の 各 ス リ ッ ト 部
の そ の 長 手 方 向 に 直 交 す る 方 向 の ス リ ッ ト 幅 は １ ０ μ ｍ 以 上 ３ ０ μ ｍ 以 下 で あ る こ と が 望
ま し く 、 ま た 、 一 方 の 透 明 電 極 の 第 １ と 第 ２ の 各 ス リ ッ ト 部 と 、 該 各 ス リ ッ ト 部 に 対 し Ｙ
軸 方 向 に 隣 接 す る 他 方 の 透 明 電 極 の 第 １ と 第 ２ の 各 ス リ ッ ト 部 と の 間 の こ れ ら 各 ス リ ッ ト
部 の 長 手 方 向 に 直 交 す る 方 向 の 間 隔 は １ ０ μ ｍ 以 上 又 は ス リ ッ ト 幅 以 上 で ６ ０ μ ｍ 以 下 で
あ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 第 ２ 発 明 に よ れ ば 、 一 方 の 透 明 電 極 の 十 字 状 ス リ ッ ト と 他 方 の 透 明 電 極 の 十 字 状 ス
リ ッ ト と の Ｘ 軸 方 向 と Ｙ 軸 方 向 に お け る 半 ピ ッ チ ず れ た 互 い 違 い の 配 置 に よ り 実 質 的 に ４
ド メ イ ン 配 向 構 造 が 実 現 さ れ 、 第 １ 発 明 と 同 様 に 上 下 左 右 全 て の 方 向 で 視 角 特 性 が 等 し く
な る 。 そ し て 、 第 ２ 発 明 に お い て 、 Ｘ 軸 が 液 晶 表 示 素 子 を 通 常 の 状 態 で 見 る と き の 視 野 の
左 右 方 向 ま た は 上 下 方 向 に 合 致 す る 座 標 軸 で あ れ ば 、 一 対 の 基 板 に 沿 わ せ て 設 け る 一 対 の
偏 光 板 の 一 方 の 透 過 軸 と 他 方 の 透 過 軸 と を 夫 々 Ｘ 軸 と Ｙ 軸 、 即 ち 、 液 晶 表 示 素 子 を 通 常 の
状 態 で 見 る と き の 視 野 の 左 右 方 向 と 上 下 方 向 に 平 行 に す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 液
晶 表 示 素 子 を 通 常 の 状 態 で 見 る と き の 重 要 な 視 角 方 位 で あ る 上 下 及 び 左 右 方 向 の 視 角 特 性
を よ り 広 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 理 由 は 後 述 す る が 、 第 ２ 発 明 に お い て 、 第 １ と 第 ２ の 各 ス リ ッ ト 部 の そ の 長 手 方
向 に 直 交 す る 方 向 の ス リ ッ ト 幅 は １ ０ μ ｍ 以 上 ３ ０ μ ｍ 以 下 で あ る こ と が 望 ま し く 、 ま た
、 一 方 の 透 明 電 極 の 十 字 状 ス リ ッ ト と 他 方 の 透 明 電 極 の 十 字 状 ス リ ッ ト と の Ｘ 軸 方 向 の ず
れ 量 と Ｙ 軸 方 向 の ず れ 量 と か ら ス リ ッ ト 幅 を 減 算 し た 値 が 夫 々 １ ０ μ ｍ 以 上 又 は ス リ ッ ト
幅 以 上 で ６ ０ μ ｍ 以 下 で あ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 上 記 第 １ 、 第 ２ 発 明 の 液 晶 表 示 素 子 は 、 液 晶 層 の 液 晶 素 子 を 垂 直 配 向 さ せ た 垂 直
配 向 型 素 子 で あ る こ と が 望 ま し い 。 液 晶 表 示 素 子 が 液 晶 層 の 液 晶 分 子 を 水 平 配 向 さ せ た 水
平 配 向 型 素 子 で あ る 場 合 、 ラ ビ ン グ 等 に よ り 基 板 に 近 接 し た 液 晶 分 子 の 配 向 方 向 が 決 ま り
、 斜 め 電 界 に 対 す る 応 答 の 方 位 異 方 性 が 生 じ 、 上 述 し た ４ ド メ イ ン 配 向 を う ま く 得 ら れ な
く な る 。 こ れ に 対 し 、 垂 直 配 向 型 素 子 で あ れ ば 、 斜 め 電 界 に 対 す る 応 答 の 方 位 異 方 性 が 生
じ な い た め 、 ４ ド メ イ ン 配 向 が 確 実 に 得 ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 先 ず 、 垂 直 配 向 型 の 液 晶 表 示 素 子 に 本 発 明 を 適 用 し た 第 １ 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
こ の 液 晶 表 示 素 子 は 、 図 １ に 示 す 如 く 、 ガ ラ ス 製 の 背 面 側 基 板 １ と 、 背 面 側 基 板 １ に 対 向
す る ガ ラ ス 製 の 前 面 側 基 板 ２ と を 備 え て お り 、 両 基 板 １ ， ２ 間 に 液 晶 層 ３ が 設 け ら れ て い
る 。 背 面 側 基 板 １ 上 に は セ グ メ ン ト 電 極 と な る 背 面 側 透 明 電 極 ４ が 設 け ら れ 、 前 面 側 基 板
２ 上 に は コ モ ン 電 極 と な る 前 面 側 透 明 電 極 ５ が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 両 透 明 電 極 ４ ，
５ が 液 晶 層 ３ を 挟 ん で 重 な り 合 い 、 こ の 重 な り 合 う 部 分 で 表 示 領 域 が 形 成 さ れ る 。 ま た 、
両 透 明 電 極 ４ ， ５ の 表 示 領 域 に 合 致 す る 部 分 に は 、 夫 々 、 配 向 分 割 の た め の ス リ ッ ト ６ １
， ７ １ が 後 述 す る 如 く 複 数 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 に 際 し て は 、 各 基 板 １ ， ２ 上 に 各 透 明 電 極 ４ ， ５ を 覆 う よ う に し て
垂 直 配 向 膜 を 塗 布 焼 成 し 、 次 い で 、 各 基 板 １ ， ２ に メ イ ン シ ー ル 材 を 塗 布 し 、 更 に 、 所 定
の 直 径 の ギ ャ ッ プ コ ン ト ロ ー ル 材 を 散 布 し た 後 、 両 基 板 １ ， ２ を 重 ね 合 わ せ て メ イ ン シ ー
ル 材 を 硬 化 さ せ る 。 次 に 、 両 基 板 １ ， ２ 間 の 空 セ ル に 液 晶 を 注 入 し て 液 晶 層 ３ を 形 成 す る
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。 液 晶 層 ３ の 液 晶 分 子 ８ は 垂 直 配 向 膜 の 作 用 で 垂 直 配 向 さ れ る 。 そ の 後 、 背 面 側 基 板 １ の
外 側 に 背 面 側 偏 光 板 ９ を 貼 り 合 わ せ る と 共 に 、 前 面 側 基 板 ２ の 外 側 に 視 角 補 償 板 １ ０ と 前
面 側 偏 光 板 １ １ と を 重 ね て 貼 り 合 わ せ る 。 こ こ で 、 図 ２ に 示 す 如 く 、 背 面 側 偏 光 板 ９ の 透
過 軸 ９ ａ と 前 面 側 偏 光 板 １ １ の 透 過 軸 １ １ ａ と は 直 交 し て お り 、 そ の た め ノ ー マ ル ブ ラ ッ
ク の 液 晶 表 示 素 子 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 図 ３ を 参 照 し 、 ス リ ッ ト ６ １ ， ７ １ に つ い て 、 表 示 領 域 に 設 定 し た Ｘ 軸 と Ｙ 軸 と
か ら 成 る 直 交 座 標 に よ り 方 向 性 を 規 定 し て 説 明 す る 。 尚 、 第 １ 実 施 形 態 に お い て 、 Ｘ 軸 は
液 晶 表 示 素 子 を 通 常 の 状 態 で 見 た と き の 視 野 の 左 右 方 向 に 合 致 す る 座 標 軸 、 Ｙ 軸 は 視 野 の
上 下 方 向 に 合 致 す る 座 標 軸 に な っ て い る 。 背 面 側 透 明 電 極 ４ に 形 成 す る 実 線 示 の ス リ ッ ト
６ １ と 前 面 側 透 明 電 極 ５ に 形 成 す る 点 線 示 の ス リ ッ ト ７ １ は 、 夫 々 、 Ｘ 軸 に 対 し 傾 斜 し た
方 向 に 長 手 の 第 １ ス リ ッ ト 部 ６ １ ａ ， ７ １ ａ と 、 Ｘ 軸 に 対 し 第 １ ス リ ッ ト 部 ６ １ ａ ， ７ １
ａ と は 反 対 方 向 に 傾 斜 し た 方 向 に 長 手 の 第 ２ ス リ ッ ト 部 ６ １ ｂ ， ７ １ ｂ と で 構 成 さ れ て い
る 。 そ し て 、 背 面 側 透 明 電 極 ４ の 第 １ ス リ ッ ト 部 ６ １ ａ と 前 面 側 透 明 電 極 ５ の 第 １ ス リ ッ
ト 部 ７ １ ａ と が Ｙ 軸 方 向 に 交 互 に 配 置 さ れ る と 共 に 、 背 面 側 透 明 電 極 ４ の 第 ２ ス リ ッ ト 部
６ １ ｂ と 前 面 側 透 明 電 極 ５ の 第 ２ ス リ ッ ト 部 ７ １ ｂ と が Ｙ 軸 方 向 に 交 互 に 配 置 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ こ で 、 第 １ 実 施 形 態 で は 、 第 １ ス リ ッ ト 部 ６ １ ａ ， ７ １ ａ の 長 手 方 向 の Ｘ 軸 に 対 す る
傾 斜 角 を ＋ ４ ５ ° 、 第 ２ ス リ ッ ト 部 ６ １ ｂ ， ７ １ ｂ の 長 手 方 向 の Ｘ 軸 に 対 す る 傾 斜 角 を －
４ ５ ° に 設 定 し て い る 。 尚 、 こ れ ら 傾 斜 角 を ± ４ ５ ° 以 外 の 角 度 に 設 定 す る こ と も 可 能 で
あ る が 、 上 下 左 右 全 て の 方 向 の 視 角 特 性 の 対 称 性 を よ り 高 め る に は 、 傾 斜 角 を ± ４ ５ ° に
設 定 す る こ と が 望 ま し い 。 ま た 、 第 １ 実 施 形 態 で は 、 各 透 明 電 極 ４ ， ５ の 第 １ ス リ ッ ト 部
６ １ ａ ， ７ １ ａ と 第 ２ ス リ ッ ト 部 ６ １ ｂ ， ７ １ ｂ と を Ｘ 軸 方 向 に 間 隔 を 存 し て 交 互 に 配 置
し て い る が 、 あ る 程 度 の 数 の 第 １ ス リ ッ ト 部 ６ １ ａ ， ７ １ ａ を Ｘ 軸 方 向 に 並 べ て 配 置 し た
部 分 と 、 あ る 程 度 の 数 の 第 ２ ス リ ッ ト 部 ６ １ ｂ ， ７ １ ｂ を Ｘ 軸 方 向 に 並 べ て 配 置 し た 部 分
と を Ｘ 軸 方 向 に 交 互 に 設 け て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 １ 実 施 形 態 に よ れ ば 、 電 圧 印 加 時 に 、 図 ４ に 示 す 如 く 、 各 第 １ ス リ ッ ト 部 ６ １ ａ ， ７
１ ａ を 境 に し て 傾 き 方 向 が 逆 に な る 斜 め 電 界 Ｅ ａ １ ， Ｅ ａ ２ が 発 生 す る と 共 に 、 各 第 ２ ス
リ ッ ト 部 ６ １ ｂ ， ７ １ ｂ を 境 に し て 傾 き 方 向 が 逆 に な る 斜 め 電 界 Ｅ ｂ １ ， Ｅ ｂ ２ が 発 生 す
る 。 こ こ で 、 図 ５ に 示 す 如 く 、 第 １ ス リ ッ ト 部 ６ １ ａ ， ７ １ ａ に よ り 発 生 す る 斜 め 電 界 Ｅ
ａ １ ， Ｅ ａ ２ の ベ ク ト ル の 水 平 方 向 成 分 （ 基 板 ４ ， ５ に 平 行 な 方 向 の 成 分 ） は 第 １ ス リ ッ
ト 部 ６ １ ａ ， ７ １ ａ の 長 手 方 向 に 直 交 し 、 第 ２ ス リ ッ ト 部 ６ １ ｂ ， ７ １ ｂ に よ り 発 生 す る
斜 め 電 界 Ｅ ｂ １ ， Ｅ ｂ ２ の ベ ク ト ル の 水 平 方 向 成 分 は 第 ２ ス リ ッ ト 部 ６ １ ｂ ， ７ １ ｂ の 長
手 方 向 に 直 交 す る 。 従 っ て 、 第 １ ス リ ッ ト 部 ６ １ ａ ， ７ １ ａ が 配 置 さ れ る Ｘ 軸 方 向 領 域 に
お い て 、 液 晶 分 子 の 倒 れ 方 向 が 各 第 １ ス リ ッ ト 部 ６ １ ａ ， ７ １ ａ を 境 に し て 第 １ ス リ ッ ト
部 ６ １ ａ ， ７ １ ａ の 長 手 方 向 に 直 交 す る 方 向 の 片 側 と 反 対 側 と に 反 転 し 、 同 様 に 第 ２ ス リ
ッ ト 部 ６ １ ｂ 、 ７ １ ｂ が 配 置 さ れ る Ｘ 軸 方 向 領 域 に お い て 、 液 晶 分 子 の 倒 れ 方 向 が 各 第 ２
ス リ ッ ト 部 ６ １ ｂ ， ７ １ ｂ を 境 に し て 第 ２ ス リ ッ ト 部 ６ １ ｂ ， ７ １ ｂ の 長 手 方 向 の 片 側 と
反 対 側 と に 反 転 す る 。 そ し て 、 第 １ ス リ ッ ト 部 ６ １ ａ ， ７ １ ａ の 長 手 方 向 と 第 ２ ス リ ッ ト
部 ６ １ ｂ ， ７ １ ｂ の 長 手 方 向 と は 互 い に 異 な る た め 、 ４ ド メ イ ン 配 向 構 造 が 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 尚 、 背 面 側 と 前 面 側 の 各 偏 光 板 ９ ， １ １ の 透 過 軸 ９ ａ ， １ １ ａ と 平 行 又 は 直 交 す る 方 向
に 液 晶 分 子 ８ が 倒 れ て も 透 過 率 は 変 化 し な い た め 、 こ れ ら 透 過 軸 ９ ａ ， １ １ ａ は 夫 々 第 １
ス リ ッ ト 部 ６ １ ａ ， ７ １ ａ の 長 手 方 向 及 び 第 ２ ス リ ッ ト 部 ６ １ ｂ ， ７ １ ｂ の 長 手 方 向 に 斜
交 す る 方 向 、 即 ち 、 Ｘ 軸 と Ｙ 軸 に 平 行 な 方 向 に な る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 第 １ 実 施 形 態 に お い て 、 垂 直 配 向 膜 を 日 産 化 学 工 業 製 Ｓ Ｅ － １ ２ １ １ 、 液 晶 層 ３ の
厚 さ を ４ μ ｍ 、 液 晶 を メ ル ク 社 製 の 複 屈 折 率 ０ ． １ の 液 晶 、 視 角 補 償 板 １ ０ を 住 友 化 学 工
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業 製 Ｖ Ａ Ｃ － １ ８ ０ フ ィ ル ム と し 、 ま た 、 第 １ ス リ ッ ト 部 ６ １ ａ ， ７ １ ａ と 第 ２ ス リ ッ ト
部 ６ １ ｂ ， ７ １ ｂ の 長 手 方 向 長 さ （ ス リ ッ ト 長 ） Ｌ を １ ０ ０ μ ｍ 、 第 １ ス リ ッ ト 部 ６ １ ａ
， ７ １ ａ と 第 ２ ス リ ッ ト 部 ６ １ ｂ ， ７ １ ｂ の そ の 長 手 方 向 に 直 交 す る 方 向 の ス リ ッ ト 幅 Ｗ
を ２ ０ μ ｍ 、 第 １ ス リ ッ ト 部 ６ １ ａ ， ７ １ ａ と 第 ２ ス リ ッ ト 部 ６ １ ｂ ， ７ １ ｂ と の 間 の Ｘ
軸 方 向 間 隔 Ａ を ２ ０ μ ｍ 、 背 面 側 透 明 電 極 ４ の 第 １ と 第 ２ の 各 ス リ ッ ト 部 ６ １ ａ ， ６ １ ｂ
と 該 各 ス リ ッ ト 部 ６ １ ａ ， ６ １ ｂ の Ｙ 軸 方 向 に 隣 接 す る 前 面 側 透 明 電 極 ５ の 第 １ と 第 ２ の
各 ス リ ッ ト 部 ７ １ ａ ， ７ １ ｂ と の 間 の こ れ ら 各 ス リ ッ ト 部 の 長 手 方 向 に 直 交 す る 方 向 の 間
隔 （ 以 下 、 背 面 側 と 前 面 側 の ス リ ッ ト 間 隔 と い う ） Ｂ を ４ ０ μ ｍ と し た 液 晶 表 示 素 子 を 製
作 し 、 こ の 液 晶 表 示 素 子 を １ ／ ４ デ ュ ー テ ィ ー 駆 動 で 表 示 さ せ た と き の 視 角 特 性 （ 等 コ ン
ト ラ ス ト 曲 線 ） を 測 定 し て 、 図 ６ に 示 す 結 果 を 得 た 。 尚 、 図 ６ は 、 液 晶 表 示 素 子 を 通 常 の
状 態 で 見 た と き の 視 野 の 左 右 方 向 と 上 下 方 向 と が 夫 々 ０ ° ― １ ８ ０ ° 方 位 と ９ ０ ° ― ２ ７
０ ° 方 位 に な る よ う に 描 か れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ６ か ら 明 ら か な よ う に 、 上 下 左 右 全 て の 方 向 で 視 角 特 性 が ほ ぼ 同 じ 非 常 に 対 称 性 の 良
い 表 示 が 得 ら れ て い る 。 こ れ は 上 述 し た よ う に ４ ド メ イ ン 配 向 構 造 が 実 現 さ れ る た め で あ
る 。 ま た 、 左 右 方 向 に 合 致 す る Ｘ 軸 に 対 し 第 １ ス リ ッ ト 部 ６ １ ａ ， ７ １ ａ の 長 手 方 向 と 第
２ ス リ ッ ト 部 ６ １ ｂ ， ７ １ ｂ の 長 手 方 向 と を 夫 々 ＋ ４ ５ ° 、 － ４ ５ ° 傾 斜 さ せ る た め 、 偏
光 板 ９ ， １ １ の 透 過 軸 ９ ａ ， １ １ ａ の 方 向 を 左 右 方 向 と 上 下 方 向 に す る こ と が で き 、 そ の
結 果 、 通 常 の 状 態 で 液 晶 表 示 素 子 を 見 る と き の 重 要 な 視 角 方 位 で あ る 上 下 及 び 左 右 方 向 の
視 角 特 性 が 図 １ ５ に 示 す 従 来 例 の も の に 比 し 大 幅 に 広 く な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 第 １ と 第 ２ の 各 ス リ ッ ト 部 ６ １ ａ ， ７ １ ａ 、 ６ １ ｂ ， ７ １ ｂ の 寸 法 に つ い て 説 明
す る 。 各 ス リ ッ ト 部 ６ １ ａ ， ７ １ ａ 、 ６ １ ｂ ， ７ １ ｂ の ス リ ッ ト 幅 Ｗ が あ る 程 度 以 上 広 く
な る と 、 ス リ ッ ト 部 ６ １ ａ ， ７ １ ａ 、 ６ １ ｂ ， ７ １ ｂ の 中 央 部 の 電 界 が 極 端 に 弱 く な り 、
電 圧 印 加 に 対 し て 液 晶 分 子 が 反 応 し な く な る 領 域 が 生 じ 、 そ の 領 域 で 表 示 不 良 が 発 生 す る
。 更 に 、 ス リ ッ ト 部 ６ １ ａ ， ７ １ ａ 、 ６ １ ｂ ， ７ １ ｂ 以 外 の 部 分 、 即 ち 、 液 晶 分 子 が 電 界
に 対 し て 応 答 す る 領 域 の 面 積 が 小 さ く な っ て 、 所 謂 開 口 率 が 小 さ く な る た め に 、 電 圧 印 加
時 の 透 過 率 が 低 下 し て し ま う 。 か か る 不 具 合 を 回 避 す る 上 で 、 ス リ ッ ト 幅 Ｗ は ３ ０ μ ｍ 以
下 と す る こ と が 望 ま し い 。 ま た 、 ス リ ッ ト 幅 Ｗ が 余 り に 狭 い と 、 充 分 な 斜 め 電 界 が 生 じ な
く な り 、 ４ ド メ イ ン 配 向 が 充 分 に 得 ら れ な く な る 。 ス リ ッ ト 幅 Ｗ を 色 々 変 え て 行 っ た 実 験
に よ る と 、 ス リ ッ ト 幅 Ｗ が ５ μ ｍ で あ る 場 合 は き れ い な ４ ド メ イ ン 配 向 を 得 ら れ な い こ と
が 分 か っ た 。 こ の 場 合 、 液 晶 表 示 素 子 を 目 視 で 観 察 す る と 、 視 角 を 傾 け た と き に ド メ イ ン
不 安 定 に よ る 表 示 の ざ ら つ き 感 を 感 じ て し ま う 。 ス リ ッ ト 幅 Ｗ が １ ０ μ ｍ で あ る 場 合 は 、
液 晶 分 子 が 倒 れ る 方 向 に 多 少 不 安 定 さ が あ る が 、 視 角 を 傾 け た と き の ざ ら つ き 感 は 許 容 で
き る 範 囲 で あ る こ と が 分 か っ た 。 従 っ て 、 ス リ ッ ト 幅 Ｗ は １ ０ μ ｍ 以 上 に す る こ と が 望 ま
し い 。 尚 、 ス リ ッ ト 幅 Ｗ を ２ ０ μ ｍ に す る と 、 き れ い で 安 定 し た ４ ド メ イ ン 配 向 が 得 ら れ
、 視 角 を 傾 け た と き に も ざ ら つ き 感 を 感 じ な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 背 面 側 と 前 面 側 の ス リ ッ ト 間 隔 Ｂ は 、 充 分 な 表 示 領 域 を 確 保 す る た め に は 大 き い 方 が 良
い が 、 ４ ド メ イ ン 配 向 の 安 定 性 を 確 保 す る た め と ４ ド メ イ ン の 模 様 が 目 視 で 識 別 さ れ る の
を 防 止 す る た め に は な る べ く 狭 い 方 が 良 い 。 背 面 側 と 前 面 側 の ス リ ッ ト 間 隔 Ｂ を 色 々 変 え
て 実 験 を 行 っ た と こ ろ 、 こ の 間 隔 Ｂ が ７ ０ μ ｍ で あ る 場 合 に は ４ ド メ イ ン 配 向 の 安 定 性 が
得 ら れ ず 、 ６ ０ μ ｍ 以 下 に す る こ と が ４ ド メ イ ン 配 向 の 安 定 性 と い う 面 か ら 好 ま し い こ と
が 分 か っ た 。 ま た 、 ６ ０ μ ｍ 以 下 で あ れ ば ４ ド メ イ ン の 模 様 が 識 別 さ れ る こ と も な か っ た
。 ま た 、 背 面 側 と 前 面 側 の ス リ ッ ト 間 隔 Ｂ を 小 さ く す る こ と に よ る 開 口 率 の 極 端 な 低 下 を
回 避 す る 上 で 、 こ の 間 隔 Ｂ は １ ０ μ ｍ 以 上 ま た は ス リ ッ ト 幅 Ｗ 以 上 に す る こ と が 望 ま し い
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 第 １ ス リ ッ ト 部 ６ １ ａ ， ７ １ ａ と 第 ２ ス リ ッ ト 部 ６ １ ｂ ， ７ １ ｂ の ス リ ッ ト 長 Ｌ
が 長 過 ぎ る と ４ ド メ イ ン の 模 様 が 識 別 さ れ て し ま う 。 ス リ ッ ト 長 Ｌ を 色 々 変 え て 実 験 を 行
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っ た 結 果 、 ス リ ッ ト 長 Ｌ は ２ ０ μ ｍ か ら ２ ０ ０ μ ｍ 程 度 ま で が 好 適 で あ る こ と が 分 か っ た
。 更 に 、 第 １ ス リ ッ ト 部 ６ １ ａ ， ７ １ ａ と 第 ２ ス リ ッ ト 部 ６ １ ｂ ， ７ １ ｂ と の 間 の Ｘ 軸 方
向 間 隔 Ａ は １ ０ μ ｍ か ら ５ ０ μ ｍ 程 度 ま で が 好 適 で あ る こ と も 分 か っ た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 第 ２ 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 素 子 に つ い て 説 明 す る 。 こ の 液 晶 表 示 素 子 は 上 記 第 １ 実
施 形 態 と 同 様 に 垂 直 配 向 型 の 液 晶 表 示 素 子 で あ り 、 そ の 断 面 構 造 及 び 偏 光 板 ９ ， １ １ の 透
過 軸 ９ ａ ， １ １ ａ の 方 向 は 図 １ 、 図 ２ と 同 一 で あ る 。 ま た 、 図 ７ に 示 す 如 く 、 背 面 側 透 明
電 極 ４ に 形 成 す る ス リ ッ ト ６ １ と 前 面 側 透 明 電 極 ５ に 形 成 す る ス リ ッ ト ７ １ と は 、 第 １ 実
施 形 態 と 同 様 に 、 夫 々 、 Ｘ 軸 に 対 し ＋ ４ ５ ° 傾 斜 し た 方 向 に 長 手 の 第 １ ス リ ッ ト 部 ６ １ ａ
， ７ １ ａ と 、 Ｘ 軸 に 対 し － ４ ５ ° 傾 斜 し た 方 向 に 長 手 の 第 ２ ス リ ッ ト 部 ６ １ ｂ ， ７ １ ｂ と
で 構 成 さ れ 、 背 面 側 透 明 電 極 ４ の 第 １ ス リ ッ ト 部 ６ １ ａ と 前 面 側 透 明 電 極 ５ の 第 １ ス リ ッ
ト 部 ７ １ ａ と が Ｙ 軸 方 向 に 交 互 に 配 置 さ れ る と 共 に 、 背 面 側 透 明 電 極 ４ の 第 ２ ス リ ッ ト 部
６ １ ｂ と 前 面 側 透 明 電 極 ５ の 第 ２ ス リ ッ ト 部 ７ １ ｂ と が Ｙ 軸 方 向 に 交 互 に 配 置 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 第 ２ 実 施 形 態 の 第 １ 実 施 形 態 と の 相 違 点 は 、 背 面 側 と 前 面 側 の 各 透 明 電 極 ４ ， ５ の 第 １
ス リ ッ ト 部 ６ １ ａ ， ７ １ ａ と 第 ２ ス リ ッ ト 部 ６ １ ｂ ， ７ １ ｂ と を 間 隔 を 空 け ず に Ｘ 軸 方 向
に 交 互 に 連 続 し て 形 成 し た 点 で あ る 。 こ の も の で も 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に ４ ド メ イ ン の
配 向 構 造 が 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 第 ２ 実 施 形 態 に お い て 、 垂 直 配 向 膜 を 日 産 化 学 工 業 製 Ｓ Ｅ － １ ２ １ １ 、 液 晶 層 ３ の 厚 さ
を ４ μ ｍ 、 液 晶 を メ ル ク 社 製 の 複 屈 折 率 ０ ． １ の 液 晶 、 視 角 補 償 板 １ ０ を 住 友 化 学 工 業 製
Ｖ Ａ Ｃ － １ ８ ０ フ ィ ル ム と し 、 ま た 、 第 １ ス リ ッ ト 部 ６ １ ａ ， ７ １ ａ と 第 ２ ス リ ッ ト 部 ６
１ ｂ ， ７ １ ｂ の ス リ ッ ト 長 Ｌ を １ ０ ０ μ ｍ 、 第 １ ス リ ッ ト 部 ６ １ ａ ， ７ １ ａ と 第 ２ ス リ ッ
ト 部 ６ １ ｂ ， ７ １ ｂ の ス リ ッ ト 幅 Ｗ を ２ ０ μ ｍ 、 背 面 側 と 前 面 側 の ス リ ッ ト 間 隔 Ｂ を ４ ０
μ ｍ と し た 液 晶 表 示 素 子 を 製 作 し 、 こ の 液 晶 表 示 素 子 を １ ／ ４ デ ュ ー テ ィ ー 駆 動 で 表 示 さ
せ た と き の 視 角 特 性 を 測 定 し た 。 そ の 結 果 は 図 ６ と ほ ぼ 同 じ で あ り 、 上 下 左 右 全 て の 方 向
で 視 角 特 性 が ほ ぼ 同 じ 非 常 に 対 称 性 の 良 い 表 示 が 得 ら れ た 。 ま た 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に
偏 光 板 ９ ， １ １ の 透 過 軸 ９ ａ ， １ １ ａ の 方 向 を 左 右 方 向 と 上 下 方 向 に す る こ と が で き 、 そ
の 結 果 、 通 常 の 状 態 で 液 晶 表 示 素 子 を 見 る と き の 重 要 な 視 角 方 位 で あ る 上 下 及 び 左 右 方 向
の 視 角 特 性 が 図 １ １ に 示 す 従 来 例 の も の に 比 し 広 く な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 第 ２ 実 施 形 態 に お い て も 第 １ ス リ ッ ト 部 ６ １ ａ ， ７ １ ａ と 第 ２ ス リ ッ ト 部 ６ １ ｂ
， ７ １ ｂ の ス リ ッ ト 幅 Ｗ 、 ス リ ッ ト 長 Ｌ 及 び 背 面 側 と 前 面 側 の ス リ ッ ト 間 隔 Ｂ の 好 ま し い
範 囲 は 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 で あ り 、 即 ち 、 ス リ ッ ト 幅 Ｗ は １ ０ μ ｍ 以 上 ３ ０ μ ｍ 以 下 が 望
ま し く 、 ス リ ッ ト 長 Ｌ は ２ ０ μ ｍ 以 上 ２ ０ ０ μ ｍ 以 下 が 望 ま し く 、 背 面 側 と 前 面 側 の ス リ
ッ ト 間 隔 Ｂ は １ ０ μ ｍ 以 上 又 は ス リ ッ ト 幅 Ｂ 以 上 で ６ ０ μ ｍ 以 下 が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 に 、 第 ３ 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 素 子 に つ い て 説 明 す る 。 こ の 液 晶 表 示 素 子 は 上 記 第 １ 実
施 形 態 と 同 様 に 垂 直 配 向 型 の 液 晶 表 示 素 子 で あ り 、 そ の 断 面 構 造 及 び 偏 光 板 ９ ， １ １ の 透
過 軸 ９ ａ ， １ １ ａ の 方 向 は 図 １ 、 図 ２ と 同 一 で あ る が 、 背 面 側 と 前 面 側 の 各 透 明 電 極 ４ ，
５ に 形 成 す る ス リ ッ ト の 形 状 が 第 １ 実 施 形 態 と 全 く 異 な っ て い る 。 以 下 、 こ の 点 に つ い て
詳 述 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 第 ３ 実 施 形 態 で は 、 図 ８ に 示 す 如 く 、 背 面 側 透 明 電 極 ４ に 、 Ｘ 軸 方 向 に 長 手 の 第 １ ス リ
ッ ト 部 ６ ２ ａ と Ｙ 軸 方 向 に 長 手 の 第 ２ ス リ ッ ト 部 ６ ２ ｂ と が 交 差 し た 十 字 状 ス リ ッ ト ６ ２
が Ｘ 軸 方 向 と Ｙ 軸 方 向 と に 間 隔 を 存 し て 複 数 配 置 さ れ 、 前 面 側 透 明 電 極 ５ に も 、 Ｘ 軸 方 向
に 長 手 の 第 １ ス リ ッ ト 部 ７ ２ ａ と Ｙ 軸 方 向 に 長 手 の 第 ２ ス リ ッ ト 部 ７ ２ ｂ と が 交 差 し た 十
字 状 ス リ ッ ト ７ ２ が Ｘ 軸 方 向 と Ｙ 軸 方 向 と に 間 隔 を 存 し て 複 数 配 置 さ れ て い る 。 そ し て 、
Ｘ 軸 方 向 に 隣 接 す る 十 字 状 ス リ ッ ト の 中 心 間 距 離 を Ｘ 軸 方 向 ス リ ッ ト ピ ッ チ 、 Ｙ 軸 方 向 に
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隣 接 す る 十 字 状 ス リ ッ ト の 中 心 間 距 離 を Ｙ 軸 方 向 ス リ ッ ト ピ ッ チ と し て 、 背 面 側 透 明 電 極
４ の 十 字 状 ス リ ッ ト ６ ２ と 前 面 側 透 明 電 極 ５ の 十 字 状 ス リ ッ ト ７ ２ と が Ｘ 軸 方 向 と Ｙ 軸 方
向 と に 夫 々 Ｘ 軸 方 向 ス リ ッ ト ピ ッ チ と Ｙ 軸 方 向 ス リ ッ ト ピ ッ チ と の 半 分 だ け ず れ て 配 置 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 尚 、 第 １ ス リ ッ ト 部 ６ ２ ａ ， ７ ２ ａ の ス リ ッ ト 長 を Ｌ ｘ 、 第 ２ ス リ ッ ト 部 ６ ２ ｂ ， ７ ２
ｂ の ス リ ッ ト 長 を Ｌ ｙ 、 Ｘ 軸 方 向 に 隣 接 す る 背 面 側 透 明 電 極 ４ の 第 １ ス リ ッ ト 部 ６ ２ ａ ，
６ ２ ａ 間 の 間 隔 及 び 前 面 側 透 明 電 極 ５ の 第 １ ス リ ッ ト 部 ７ ２ ａ ， ７ ２ ａ 間 の 間 隔 を Ａ ｘ 、
Ｙ 軸 方 向 に 隣 接 す る 背 面 側 透 明 電 極 ４ の 第 ２ ス リ ッ ト 部 ６ ２ ｂ ， ６ ２ ｂ 間 の 間 隔 及 び 前 面
側 透 明 電 極 ５ の 第 ２ ス リ ッ ト 部 ７ ２ ｂ ， ７ ２ ｂ 間 の 間 隔 を Ａ ｙ と し て 、 Ｘ 軸 方 向 ス リ ッ ト
ピ ッ チ は Ｌ ｘ ＋ Ａ ｘ 、 Ｙ 軸 方 向 ス リ ッ ト ピ ッ チ は Ｌ ｙ ＋ Ａ ｙ に な り 、 従 っ て 、 背 面 側 透 明
電 極 ４ の 十 字 状 ス リ ッ ト ６ ２ と 前 面 側 透 明 電 極 ５ の 十 字 状 ス リ ッ ト ７ ２ と の Ｘ 軸 方 向 ず れ
量 Δ Ｘ は （ Ｌ ｘ ＋ Ａ ｘ ） ／ ２ 、 背 面 側 透 明 電 極 ４ の 十 字 状 ス リ ッ ト ６ ２ と 前 面 側 透 明 電 極
５ の 十 字 状 ス リ ッ ト ７ ２ と の Ｙ 軸 方 向 ず れ 量 Δ Ｙ は （ Ｌ ｙ ＋ Ａ ｙ ） ／ ２ に な る 。 ま た 、 図
８ に 示 す も の で は 、 Ｌ ｘ ＝ Ｌ ｙ 、 Ａ ｘ ＝ Ａ ｙ に し て い る が 、 Ｌ ｘ ≠ Ｌ ｙ 、 Ａ ｘ ≠ Ａ ｙ に し
て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 第 ３ 実 施 形 態 に よ れ ば 、 電 圧 印 加 時 に 、 図 ９ に 示 す 如 く 、 背 面 側 透 明 電 極 ４ の 十 字 状 ス
リ ッ ト ６ ２ の 第 １ ス リ ッ ト 部 ６ ２ ａ の Ｘ 軸 方 向 一 方 の 半 部 （ 右 半 部 ） 及 び 第 ２ ス リ ッ ト 部
６ ２ ｂ の Ｙ 軸 方 向 一 方 の 半 部 （ 下 半 部 ） と 、 そ の 右 斜 め 下 方 に 位 置 す る 前 面 側 透 明 電 極 ５
の 十 字 状 ス リ ッ ト ７ ２ の 第 １ ス リ ッ ト 部 ７ ２ ａ の Ｘ 軸 方 向 他 方 の 半 部 （ 左 半 部 ） 及 び 第 ２
ス リ ッ ト 部 ７ ２ ｂ の Ｙ 軸 方 向 他 方 の 半 部 （ 上 半 部 ） と で 囲 わ れ た 領 域 に 平 均 し て 左 上 方 に
４ ５ ° 傾 い た 斜 め 電 界 Ｅ １ が 発 生 す る 。 同 様 に 、 背 面 側 透 明 電 極 ４ の 十 字 状 ス リ ッ ト ６ ２
の 第 １ ス リ ッ ト 部 ６ ２ ａ の Ｘ 軸 方 向 他 方 の 半 部 （ 左 半 部 ） 及 び 第 ２ ス リ ッ ト 部 ６ ２ ｂ の Ｙ
軸 方 向 一 方 の 半 部 （ 下 半 部 ） と 、 そ の 左 斜 め 下 方 に 位 置 す る 前 面 側 透 明 電 極 ５ の 十 字 状 ス
リ ッ ト ７ ２ の 第 １ ス リ ッ ト 部 ７ ２ ａ の Ｘ 軸 方 向 一 方 の 半 部 （ 右 半 部 ） 及 び 第 ２ ス リ ッ ト 部
７ ２ ｂ の Ｙ 軸 方 向 他 方 の 半 部 （ 上 半 部 ） と で 囲 わ れ た 領 域 に 平 均 し て 右 上 方 に ４ ５ ° 傾 い
た 斜 め 電 界 Ｅ ２ が 発 生 す る 。 ま た 、 背 面 側 透 明 電 極 ４ の 十 字 状 ス リ ッ ト ６ ２ の 第 １ ス リ ッ
ト 部 ６ ２ ａ の Ｘ 軸 方 向 他 方 の 半 部 （ 左 半 部 ） 及 び 第 ２ ス リ ッ ト 部 ６ ２ ｂ の Ｙ 軸 方 向 他 方 の
半 部 （ 上 半 部 ） と 、 そ の 左 斜 め 上 方 に 位 置 す る 前 面 側 透 明 電 極 ５ の 十 字 状 ス リ ッ ト ７ ２ の
第 １ ス リ ッ ト 部 ７ ２ ａ の Ｘ 軸 方 向 一 方 の 半 部 （ 右 半 部 ） 及 び 第 ２ ス リ ッ ト 部 ７ ２ ｂ の Ｙ 軸
方 向 一 方 の 半 部 （ 下 半 部 ） と で 囲 わ れ た 領 域 に 平 均 し て 右 下 方 に ４ ５ ° 傾 い た 斜 め 電 界 Ｅ
３ が 発 生 す る 。 更 に 、 背 面 側 透 明 電 極 ４ の 十 字 状 ス リ ッ ト ６ ２ の 第 １ ス リ ッ ト 部 ６ ２ ａ の
Ｘ 軸 方 向 一 方 の 半 部 （ 右 半 部 ） 及 び 第 ２ ス リ ッ ト 部 ６ ２ ｂ の Ｙ 軸 方 向 他 方 の 半 部 （ 上 半 部
） と 、 そ の 右 斜 め 上 方 に 位 置 す る 前 面 側 透 明 電 極 ５ の 十 字 状 ス リ ッ ト ７ ２ の 第 １ ス リ ッ ト
部 ７ ２ ａ の Ｘ 軸 方 向 他 方 の 半 部 （ 左 半 部 ） 及 び 第 ２ ス リ ッ ト 部 ７ ２ ｂ の Ｙ 軸 方 向 一 方 の 半
部 （ 下 半 部 ） と で 囲 わ れ た 領 域 に 平 均 し て 左 下 方 に ４ ５ ° 傾 い た 斜 め 電 界 Ｅ ４ が 発 生 す る
。 か く し て 、 ４ ド メ イ ン 配 向 構 造 が 実 現 さ れ る 。 尚 、 各 ス リ ッ ト 部 ６ ２ ａ ， ６ ２ ｂ ， ７ ２
ａ ， ７ ２ ｂ の 近 傍 に お い て 電 界 Ｅ １ ～ Ｅ ４ は 各 ス リ ッ ト 部 の 長 手 方 向 に 直 交 す る 方 向 を 向
い て い る 。 従 っ て 、 よ り 詳 細 に 見 れ ば 、 ４ ド メ イ ン 以 上 の マ ル チ ド メ イ ン の 配 向 構 造 が 実
現 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 第 ３ 実 施 形 態 に お い て 、 垂 直 配 向 膜 を 日 産 化 学 工 業 製 Ｓ Ｅ － １ ２ １ １ 、 液 晶 層 ３ の 厚 さ
を ４ μ ｍ 、 液 晶 を メ ル ク 社 製 の 複 屈 折 率 ０ ． １ の 液 晶 、 視 角 補 償 板 １ ０ を 住 友 化 学 工 業 製
Ｖ Ａ Ｃ － １ ８ ０ フ ィ ル ム と し 、 ま た 、 第 １ ス リ ッ ト 部 ６ ２ ａ ， ７ ２ ａ と 第 ２ ス リ ッ ト 部 ６
２ ｂ ， ７ ２ ｂ の ス リ ッ ト 幅 Ｗ を ２ ０ μ ｍ 、 第 １ ス リ ッ ト 部 ６ ２ ａ ， ７ ２ ａ の ス リ ッ ト 長 Ｌ
ｘ と 第 ２ ス リ ッ ト 部 ６ ２ ｂ ， ７ ２ ｂ の ス リ ッ ト 長 Ｌ ｙ を 共 に １ ０ ０ μ ｍ 、 Ｘ 軸 方 向 に 隣 接
す る 背 面 側 透 明 電 極 ４ の 第 １ ス リ ッ ト 部 ６ ２ ａ ， ６ ２ ａ 間 の 間 隔 及 び 前 面 側 透 明 電 極 ５ の
第 １ ス リ ッ ト 部 ７ ２ ａ ， ７ ２ ａ 間 の 間 隔 Ａ ｘ と Ｙ 軸 方 向 に 隣 接 す る 背 面 側 透 明 電 極 ４ の 第
２ ス リ ッ ト 部 ６ ２ ｂ ， ６ ２ ｂ 間 の 間 隔 及 び 前 面 側 透 明 電 極 ５ の 第 ２ ス リ ッ ト 部 ７ ２ ｂ ， ７
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２ ｂ 間 の 間 隔 Ａ ｙ を 共 に ２ ０ μ ｍ 、 背 面 側 透 明 電 極 ４ の 十 字 状 ス リ ッ ト ６ ２ と 前 面 側 透 明
電 極 ５ の 十 字 状 ス リ ッ ト ７ ２ と の Ｘ 軸 方 向 ず れ 量 Δ Ｘ と Ｙ 軸 方 向 ず れ 量 Δ Ｙ と を 共 に ６ ０
μ ｍ と し た 液 晶 表 示 素 子 を 製 作 し 、 こ の 液 晶 表 示 素 子 を １ ／ ４ デ ュ ー テ ィ ー 駆 動 で 表 示 さ
せ た と き の 視 角 特 性 を 測 定 し た 。 そ の 結 果 は 図 ６ と ほ ぼ 同 じ で あ り 、 上 下 左 右 全 て の 方 向
で 視 角 特 性 が ほ ぼ 同 じ 非 常 に 対 称 性 の 良 い 表 示 が 得 ら れ た 。 ま た 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に
偏 光 板 ９ ， １ １ の 透 過 軸 ９ ａ ， １ １ ａ の 方 向 を 左 右 方 向 と 上 下 方 向 に す る こ と が で き 、 そ
の 結 果 、 通 常 の 状 態 で 液 晶 表 示 素 子 を 見 る と き の 重 要 な 視 角 方 位 で あ る 上 下 及 び 左 右 方 向
の 視 角 特 性 が 図 １ １ に 示 す 従 来 例 の も の に 比 し 広 く な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 に 、 第 ３ 実 施 形 態 に お け る 十 字 状 ス リ ッ ト ６ ２ ， ７ ２ の 寸 法 に つ い て 説 明 す る 。 十 字
状 ス リ ッ ト ６ ２ ， ７ ２ の 第 １ と 第 ２ の 各 ス リ ッ ト 部 ６ ２ ａ ， ７ ２ ａ 、 ６ ２ ｂ ， ７ ２ ｂ の ス
リ ッ ト 幅 Ｗ が あ る 程 度 以 上 広 く な る と 、 ス リ ッ ト 部 ６ ２ ａ ， ７ ２ ａ 、 ６ ２ ｂ ， ７ ２ ｂ の 中
央 部 の 電 界 が 極 端 に 弱 く な り 、 電 圧 印 加 に 対 し て 液 晶 分 子 が 反 応 し な く な る 領 域 が 生 じ 、
そ の 領 域 で 表 示 不 良 が 発 生 す る 。 更 に 、 ス リ ッ ト 部 ６ ２ ａ ， ７ ２ ａ 、 ６ ２ ｂ ， ７ ２ ｂ 以 外
の 部 分 、 即 ち 、 液 晶 分 子 が 電 界 に 対 し て 応 答 す る 領 域 の 面 積 が 小 さ く な っ て 、 所 謂 開 口 率
が 小 さ く な る た め に 、 電 圧 印 加 時 の 透 過 率 が 低 下 し て し ま う 。 か か る 不 具 合 を 回 避 す る 上
で 、 ス リ ッ ト 幅 Ｗ は ３ ０ μ ｍ 以 下 と す る こ と が 望 ま し い 。 ま た 、 ス リ ッ ト 幅 Ｗ が 余 り に 狭
い と 、 充 分 な 斜 め 電 界 が 生 じ な く な り 、 ４ ド メ イ ン 配 向 が 充 分 に 得 ら れ な く な る 。 ス リ ッ
ト 幅 Ｗ を 色 々 変 え て 行 っ た 実 験 に よ る と 、 ス リ ッ ト 幅 Ｗ が ５ μ ｍ で あ る 場 合 は き れ い な ４
ド メ イ ン 配 向 を 得 ら れ な い こ と が 分 か っ た 。 こ の 場 合 、 液 晶 表 示 素 子 を 目 視 で 観 察 す る と
、 視 角 を 傾 け た と き に ド メ イ ン 不 安 定 に よ る 表 示 の ざ ら つ き 感 を 感 じ て し ま う 。 ス リ ッ ト
幅 Ｗ が １ ０ μ ｍ で あ る 場 合 は 、 液 晶 分 子 が 倒 れ る 方 向 に 多 少 不 安 定 さ が あ る が 、 視 角 を 傾
け た と き の ざ ら つ き 感 は 許 容 で き る 範 囲 で あ る こ と が 分 か っ た 。 従 っ て 、 ス リ ッ ト 幅 Ｗ は
１ ０ μ ｍ 以 上 に す る こ と が 望 ま し い 。 尚 、 ス リ ッ ト 幅 Ｗ を ２ ０ μ ｍ に す る と 、 き れ い で 安
定 し た ４ ド メ イ ン 配 向 が 得 ら れ 、 視 角 を 傾 け た と き に も ざ ら つ き 感 を 感 じ な い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 背 面 側 透 明 電 極 ４ の 十 字 状 ス リ ッ ト ６ ２ の 第 ２ ス リ ッ ト 部 ６ ２ ｂ と 前 面 側 透 明 電
極 ５ の 十 字 状 ス リ ッ ト ７ ２ の 第 ２ ス リ ッ ト 部 ７ ２ ｂ と の 間 の Ｘ 軸 方 向 間 隔 Ｂ ｘ （ こ れ は 背
面 側 透 明 電 極 ４ の 十 字 状 ス リ ッ ト ６ ２ と 前 面 側 透 明 電 極 ５ の 十 字 状 ス リ ッ ト ７ ２ と の Ｘ 軸
方 向 ず れ 量 Δ Ｘ か ら ス リ ッ ト 幅 Ｗ を 減 算 し た 値 に 等 し い ） や 、 背 面 側 透 明 電 極 ４ の 十 字 状
ス リ ッ ト ６ ２ の 第 １ ス リ ッ ト 部 ６ ２ ａ と 前 面 側 透 明 電 極 ５ の 十 字 状 ス リ ッ ト ７ ２ の 第 １ ス
リ ッ ト 部 ７ ２ ａ と の 間 の Ｙ 軸 方 向 間 隔 Ｂ ｙ （ こ れ は 背 面 側 透 明 電 極 ４ の 十 字 状 ス リ ッ ト ６
２ と 前 面 側 透 明 電 極 ５ の 十 字 状 ス リ ッ ト ７ ２ と の Ｙ 軸 方 向 ず れ 量 Δ Ｙ か ら ス リ ッ ト 幅 Ｗ を
減 算 し た 値 に 等 し い ） は 、 充 分 な 表 示 領 域 を 確 保 す る た め に は 大 き い 方 が 良 い が 、 ４ ド メ
イ ン 配 向 の 安 定 性 を 確 保 す る た め と ４ ド メ イ ン の 模 様 が 目 視 で 識 別 さ れ る の を 防 止 す る た
め に は な る べ く 狭 い 方 が 良 い 。 こ の 間 隔 Ｂ ｘ ， Ｂ ｙ を 色 々 変 え て 実 験 を 行 っ た と こ ろ 、 間
隔 Ｂ ｘ ， Ｂ ｙ が ７ ０ μ ｍ で あ る 場 合 に は ４ ド メ イ ン 配 向 の 安 定 性 が 得 ら れ ず 、 ６ ０ μ ｍ 以
下 に す る こ と が ４ ド メ イ ン 配 向 の 安 定 性 と い う 面 か ら 好 ま し い こ と が 分 か っ た 。 ま た 、 ６
０ μ ｍ 以 下 で あ れ ば ４ ド メ イ ン の 模 様 が 識 別 さ れ る こ と も な か っ た 。 ま た 、 間 隔 Ｂ ｘ ， Ｂ
ｙ を 小 さ く す る こ と に よ る 開 口 率 の 極 端 な 低 下 を 回 避 す る 上 で 、 間 隔 Ｂ ｘ ， Ｂ ｙ は １ ０ μ
ｍ 以 上 ま た は ス リ ッ ト 幅 Ｗ 以 上 に す る こ と が 望 ま し い 。 尚 、 第 １ ス リ ッ ト 部 ６ ２ ａ ， ７ ２
ａ の ス リ ッ ト 長 Ｌ ｘ と 第 ２ ス リ ッ ト 部 ６ ２ ｂ ， ７ ２ ｂ の ス リ ッ ト 長 Ｌ ｙ は 間 隔 Ｂ ｘ ， Ｂ ｙ
の 設 定 で 半 自 動 的 に 決 ま る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 ら な い
。 例 え ば 、 上 記 第 １ 乃 至 第 ３ 実 施 形 態 で は 液 晶 表 示 素 子 を 通 常 の 状 態 で 見 た と き の 視 野 の
左 右 方 向 に 合 致 す る 座 標 軸 を Ｘ 軸 と し て い る が 、 液 晶 表 示 素 子 を 通 常 の 状 態 で 見 た と き の
視 野 の 上 下 方 向 に 合 致 す る 座 標 軸 を Ｘ 軸 と し て も 良 い 。 こ の 場 合 、 第 １ 、 第 ２ 実 施 形 態 に
お い て 、 背 面 側 透 明 電 極 ４ の 第 １ ス リ ッ ト 部 ６ １ ａ 及 び 第 ２ ス リ ッ ト 部 ６ １ ｂ と 前 面 側 透
明 電 極 ５ の 第 １ ス リ ッ ト 部 ７ １ ａ 及 び 第 ２ ス リ ッ ト 部 ７ １ ｂ と は Ｙ 軸 方 向 た る 左 右 方 向 に
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交 互 に 配 置 さ れ る こ と に な る 。 尚 、 液 晶 表 示 素 子 を 通 常 の 状 態 で 見 た と き の 視 野 の 左 右 方
向 や 上 下 方 向 に 対 し 傾 い た 方 向 に Ｘ 軸 を 設 定 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 上 記 第 １ 乃 至 第 ３ 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 素 子 は 何 れ も 液 晶 層 ３ の 液 晶 分 子 ８ を 垂 直
配 向 さ せ た 垂 直 配 向 型 の 液 晶 表 示 素 子 で あ る が 、 液 晶 分 子 を 水 平 配 向 さ せ た 水 平 配 向 型 の
液 晶 表 示 素 子 に 本 発 明 を 適 用 す る こ と も 考 え ら れ る 。 然 し 、 水 平 配 向 型 素 子 で は 、 ラ ビ ン
グ 等 に よ り 基 板 に 近 接 し た 液 晶 分 子 の 配 向 方 向 が 決 ま り 、 斜 め 電 界 に 対 す る 応 答 の 方 位 異
方 性 が 生 じ 、 上 述 し た ４ ド メ イ ン 配 向 を う ま く 得 ら れ な く な る 可 能 性 が あ る 。 こ れ に 対 し
、 垂 直 配 向 型 素 子 で あ れ ば 、 斜 め 電 界 に 対 す る 応 答 の 方 位 異 方 性 が 生 じ な い た め 、 ４ ド メ
イ ン 配 向 が 確 実 に 得 ら れ る 。 そ し て 、 垂 直 配 向 型 の 液 晶 表 示 素 子 で あ れ ば 、 セ グ メ ン ト 表
示 タ イ プ 、 単 純 マ ト リ ッ ク ス 駆 動 の ド ッ ト マ ト リ ッ ク ス タ イ プ 、 セ グ メ ン ト 表 示 タ イ プ の
領 域 と 単 純 マ ト リ ッ ク ス 駆 動 の ド ッ ト マ ト リ ッ ク ス タ イ プ の 領 域 の 両 方 を 併 せ 持 っ た タ イ
プ 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス タ イ プ と い っ た 種 々 の タ イ プ の 液 晶 表 示 素 子 に 本 発 明 を 適 用
で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 乃 至 第 ３ 実 施 形 態 に 共 通 す る 液 晶 表 示 素 子 の 模 式 的 断 面 図 。
【 図 ２ 】 第 １ 乃 至 第 ３ 実 施 形 態 に 共 通 す る 液 晶 表 示 素 子 の 偏 光 板 の 透 過 軸 の 方 向 を 示 す 説
明 図 。
【 図 ３ 】 第 １ 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 素 子 の ス リ ッ ト の 配 列 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ４ 】 第 １ 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 素 子 に お け る 斜 め 電 界 の 発 生 状 況 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ５ 】 第 １ 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 素 子 に お け る 斜 め 電 界 の 水 平 方 向 成 分 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ６ 】 第 １ 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 素 子 の 視 角 特 性 を 示 す 図 。
【 図 ７ 】 第 ２ 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 素 子 の ス リ ッ ト の 配 列 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ８ 】 第 ３ 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 素 子 の ス リ ッ ト の 配 列 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ９ 】 第 ３ 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 素 子 に お け る 斜 め 電 界 の 水 平 方 向 成 分 を 示 す 説 明 図 。
【 図 １ ０ 】 従 来 例 の 液 晶 表 示 素 子 の 模 式 的 断 面 図 。
【 図 １ １ 】 従 来 例 の 液 晶 表 示 素 子 の 偏 光 板 の 透 過 軸 の 方 向 を 示 す 説 明 図 。
【 図 １ ２ 】 従 来 例 の 液 晶 表 示 素 子 の ス リ ッ ト の 配 列 を 示 す 説 明 図 。
【 図 １ ３ 】 従 来 例 の 液 晶 表 示 素 子 に お け る 斜 め 電 界 の 発 生 状 況 を 示 す 断 面 図 。
【 図 １ ４ 】 斜 め 電 界 に よ る 液 晶 分 子 の 挙 動 を 示 す 説 明 図 。
【 図 １ ５ 】 従 来 例 の 液 晶 表 示 素 子 の 視 角 特 性 を 示 す 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 １ ， ２ … 基 板 、 ３ … 液 晶 層 、 ４ ， ５ … 透 明 電 極 、 ６ １ ， ７ １ … ス リ ッ ト 、 ６ １ ａ ， ７ １
ａ … 第 １ ス リ ッ ト 部 、 ６ １ ｂ ， ７ １ ｂ … 第 ２ ス リ ッ ト 部 、 ６ ２ ， ７ ２ … 十 字 状 ス リ ッ ト 、
６ ２ ａ ， ７ ２ ａ … 第 １ ス リ ッ ト 部 ， ６ ２ ｂ ， ７ ２ ｂ … 第 ２ ス リ ッ ト 部 、 ８ … 液 晶 分 子 、 ９
， １ １ … 偏 光 板 、 ９ ａ ， １ １ ａ … 透 過 軸 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

(13) JP 2007-256300 A 2007.10.4



【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

(14) JP 2007-256300 A 2007.10.4



フロントページの続き

(72)発明者  岩本　宜久
            東京都目黒区中目黒２丁目９番１３号　スタンレー電気株式会社内
Ｆターム(参考) 2H090 HA16  MA01  MA14 
　　　　 　　  2H092 GA13  GA14  NA01  NA04 

(15) JP 2007-256300 A 2007.10.4



专利名称(译) 液晶显示元件

公开(公告)号 JP2007256300A 公开(公告)日 2007-10-04

申请号 JP2006076529 申请日 2006-03-20

[标]申请(专利权)人(译) 斯坦雷电气株式会社

申请(专利权)人(译) 斯坦雷电气有限公司

[标]发明人 杉山貴
岩本宜久

发明人 杉山 貴
岩本 宜久

IPC分类号 G02F1/1337 G02F1/1343

CPC分类号 G02F1/133707 G02F1/1393

FI分类号 G02F1/1337 G02F1/1343

F-TERM分类号 2H090/HA16 2H090/MA01 2H090/MA14 2H092/GA13 2H092/GA14 2H092/NA01 2H092/NA04 2H290
/AA33 2H290/BB44 2H290/BB46

代理人(译) 佐藤龙彦
刚加贺屋

其他公开文献 JP4846402B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种液晶显示装置，该液晶显示装置具有形成有用于
取向分割的狭缝的一对透明电极，使得在上下左右的所有方向上的视角
特性均相同。 解决方案：每个透明电极的狭缝61、71均具有第一狭缝部
分61a，71a，它们在相对于X轴倾斜的方向上较长，并且在相对于X轴倾
斜的方向上与第一狭缝部分相反的方向较长。 它由纵向第二狭缝部分
61b和71b组成。 然后，一个透明电极的第一狭缝部分61a和另一个透明
电极的第一狭缝部分71a在Y轴方向上交替布置，一个透明电极的第二狭
缝部分61b和另一个透明部分。 电极的第二狭缝部分71b在Y轴方向上交
替布置。 十字形狭缝可以布置在一个透明电极和另一透明电极上，以在
X轴方向和Y轴方向上偏移半个间距。 [选择图]图3

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/0fbd107f-c678-475e-8cfc-f1bbafddd422
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/038630653/publication/JP2007256300A?q=JP2007256300A

